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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第１区分
【発行日】平成27年1月29日(2015.1.29)

【公表番号】特表2014-500605(P2014-500605A)
【公表日】平成26年1月9日(2014.1.9)
【年通号数】公開・登録公報2014-001
【出願番号】特願2013-545545(P2013-545545)
【国際特許分類】
   Ｆ２１Ｓ   2/00     (2006.01)
   Ｆ２１Ｙ 101/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ２１Ｓ   2/00    ２１６　
   Ｆ２１Ｙ 101:02    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成26年12月4日(2014.12.4)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装飾照明を提供するための照明デバイスであって、
　ライトガイドを介する装飾照明のための出力面を有する前記ライトガイドに光学的に結
合された第１の発光素子と、
　前記照明デバイスからの直接実用照明専用の第２の発光素子と、
　を含み、
　更にエンベロープによって、前記第１の発光素子、前記ライトガイド、及び前記第２の
発光素子は封入されている、
照明デバイス。
【請求項２】
　前記ライトガイド及び前記第１の発光素子を介する前記照明デバイスからの照明は、第
１のタイプの照明専用であり、ライトガイドなしで前記第２の発光素子からの前記照明デ
バイスからの照明は、第２のタイプの照明専用である、請求項１に記載の照明デバイス。
【請求項３】
　前記第２の発光素子の光強度は、前記第１の発光素子の光強度に対して、好適には、前
記照明デバイスへの入力信号に応答して、調節可能である、請求項１又は２に記載の照明
デバイス。
【請求項４】
　前記第２の発光素子及び前記第１の発光素子のうちの少なくとも１つは、調光可能であ
る、請求項１乃至３の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項５】
　前記第１の発光素子から放出された光の波長（色）は、好適には、前記照明デバイスへ
の入力信号に応答して、調節可能である、請求項１乃至４の何れか一項に記載の照明デバ
イス。
【請求項６】
　前記ライトガイドは、光ファイバ、ライトガイドプレート、又は３次元形状ライトガイ
ドを含む、請求項１乃至５の何れか一項に記載の照明デバイス。
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【請求項７】
　前記ライトガイドには、光を出力するための拡散手段が設けられている、請求項１乃至
６の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項８】
　前記出力面の構造は、前記光の散乱を調節するように選択される、請求項１乃至７の何
れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項９】
　前記ライトガイドは、光を出力するために粒子、及び／又は、真空／ガスの泡を含む、
請求項１乃至８の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１０】
　前記第１の発光素子及び前記第２の発光素子の少なくとも１つは、少なくとも１つの発
光ダイオードを含む、請求項１乃至９の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１１】
　一連の複数の発光ダイオードが前記ライトガイド内に設けられている、請求項１乃至１
０の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１２】
　前記第１の発光素子、前記第２の発光素子、及び前記ライトガイドを封入する前記エン
ベロープを更に含む、請求項１乃至１１の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１３】
　前記第１の発光素子及び前記第２の発光素子が配置される口金を更に含む、請求項１乃
至１２の何れか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１４】
　前記口金は、従来の白熱電球をレトロフィットするために差し込み又はネジ口金を含む
ことを特徴とする、請求項１３に記載の照明デバイス。
【請求項１５】
　装飾照明を提供するための照明デバイスを製造する方法であって、
　第１の発光素子を提供するステップと、
　ライトガイドを介する装飾照明のための出力面を有する前記ライトガイドを提供するス
テップと、
　前記第１の発光素子を前記ライトガイドに光学的に結合するステップと、
　前記照明デバイスからの直接照明専用の第２の発光素子を提供するステップとを含み、
　前記第１の発光素子、前記ライトガイド、及び前記第２の発光素子を、封入するステッ
プを更に含む方法。
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